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進捗評価シート （様式１-１）

評価対象年度 ２９年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

評価軸①-1
組織体制

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　庁内組織体制（チーム佐川推進課・産業建設課・教育委員会事務局）の連携を密にして、歴史的風致維持向上計画協議
会のサポート体制を強化するために、平成28年度より、原則的に毎月第3木曜日を庁内定例会議の日と決め開催してきた
が、平成29年度もほぼ予定どおり実施できた。その折々の事業の進捗状況、課題を協議し合った。庁内会議は年間10回、
歴史的風致維持向上計画協議会は1回開催した。

　佐川町歴史的風致維持向上計画を円滑かつ着実に遂行するために、計画推進体制（事務局と審議組織との
連携）を強化し、歴史的風致維持向上計画協議会の活動をサポートしていく。

庁内会議及び佐川町歴史的風致維持向上計画協議会の開催

項目

　昨年度に庁内会議の定例化という変革をしたことで、3部署の職員の歴史まちづくり事業に対
する意識の共有化が進んできた。歴史的風致維持向上計画協議会の協議事項についても、庁
内会議で事前に十分練ったうえで付議するようになった。歴史的風致維持向上計画協議会につ
いては、委員によりまだまだ歴史まちづくり事業に対しての温度差があるところがあり、同協議会
全体の認識を高めていくことが課題である。

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）進捗状況　※計画年次との対応

庁内会議

平成29年 4月20日 平成29年11月16日

平成29年 5月18日 平成29年12月20日

平成29年 6月22日 平成30年 1月18日

平成29年 7月20日 平成30年 2月20日

平成29年 8月23日 平成30年 3月20日

庁内会議の模様

佐川町歴史的風致維持向上計画協議会

第1回（平成30年3月30日）

◇報告事項
(1)平成29年度歴史まちづくり事業の報告

・リーフレット作成について
・観光振興事業について
・国登録有形文化財について

◇協議事項
(1)佐川町歴史的風致維持向上計画（現行
計 画）の最終評価について
(2)佐川町歴史的風致維持向上計画の第2

期計画の策定について
(3)平成30年度歴史まちづくり事業について

・竹村家土蔵のリーフレットの作成
・歴史まちづくり法10周年記念シンポジウ

ム（堀見町長パネラー）への参加
‐5/11～12、埼玉県川越市‐

第1回協議会の模様

佐川町－1



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 ２９年度
現在の状況

□実施済
□実施中
■未着手

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

　平成29年度予算に「景観計画の策定」費用を計上したが、その後の庁内会議（チーム佐川推進課・産業建設課・教育委
員会事務局）の協議において、歴史的風致の重点区域は、面積も20.3㏊と広くなく、その中に白壁の酒蔵や旧商家などの
歴史的建造物が建ち並ぶ地域であり、高層建築や奇抜な意匠の建物が建つ可能性が低いと判断されることから、景観計
画を策定するまでもなく、現行の街なみ景観条例の見直しで対応は十分ではないか、との結論に達した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

施策との連携による今後の措置

□計画どおり進捗している
■計画どおり進捗していない

将来的には、景観計画を策定する必要性も生じるかもしれないが、現況においては折
角存在する現行の街なみ景観条例を見直して対応する方針である。

評価軸②-1

街なみ景観条例は、平成５年度から１０年間実施した街なみ環境整備事業に対応して策定したものであり、歴
史的風致維持向上計画に合致した内容となっていないという問題点がある。そのため、今後においては、景観
法に基づく景観計画及び景観条例の策定をめざすことにより、歴史的風致に合致した街なみ景観の維持向上
を図ることとする。

佐川町－2



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 ２９年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

進捗状況　※計画年次との対応

平成26年に作成した牧野富太郎ふるさと館のリーフレットをリニューアルし、現在の展示・活動内容に合わせたものとした。
また、連絡先も更新し、町外向けへの頒布が可能となったことにより、より一層の啓発活動が図られる。

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

平成２１年度～平成３０年度

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

　住民主体によるソフト事業を実施し、重点区域を核とした歴史的風致を維持向上する活動をさらに他地域にま
で広げると共に、町外にも広く発信する。また、歴史的建造物の保存・活用に向けての住民意識啓発の活動も
併せて取り組むことで、竹村家住宅周辺の良好な市街地環境の形成に寄与し、佐川町の歴史的風致の維持向
上を図る。

項目

まちの駅活性化事業 （協議会活動助成事業）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　本町の歴史まちづくりは、対外的にまだ認知度が低いことから、現有及び新作の啓発
素材を活用して、更に周知を図っていく。また、同協議会委員の意識を更に高めていく
取り組みが必要となる。

評価軸③-1

リーフレット表面 リーフレット裏面

佐川町－3



評価対象年度 平成29年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸④-1

項目

　現在、文化財の保存活用に携わる団体は積極的かつ地道な活動を展開しており、まちづくり行政等との連携
も十分とれている。
　今後も、こうした活動の前進を更に目指し、行政との連携も一層強化する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

進捗状況　※計画年次との対応

文化財の保存又は活用に関する事項

文化財の保存・活用について
文化財の保存・活用に関わっている住民、NPO等各種団体について

　重点区域内に移築された名教館では、佐川が輩出した偉人のパネルを展示し文教の町佐川をPRした。また、歴史学講
座、高知大学出前公開講座等を開催し、文化財の活用に努めた。佐川高校地域学習では上町地区の歴史的建造物につ
いて観光ボランティアから説明を受けるなど文化財等についての学習を行った。国の登録有形文化財建造物に登録された
旧竹村呉服店は1階部分を貸店舗、２階部分を一般公開するなど文化財の活用が図られている。

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

NPO法人、観光協会は定期的にイベントを開催しており、集客数は増加傾向である。地
元唯一の公立高校である佐川高校の地域学習も定着してきており、今後も観光ボラン
ティア、観光協会と連携し、活発な情報配信と文化財の活用を図りたい。

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

状況を示す写真や資料等

佐川高校地域学習でボランティアガイドから国重要

文化財「竹村家住宅」の説明を受ける佐川高校1年生

平成29年4月28日 （35名）

▲平成29年度高知大学出前公開講座 名教館

平成29年10月11日～10月25日 （4回延べ 110名）

▲上町で開催される酒蔵ロード劇場の会場

として影絵を謄写した佐川文庫庫舎

平成29年11月18日

平成30年3月に国登録有形文化財に

登録され、店舗として活用されている

「旧竹村呉服店」

佐川町－4



進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 ２９年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

　児童・生徒が積極的に参加し、無形民俗文化財の継承に取り組んでいる。また、ふるさと教育
充実のため、現在小学３，４年生対象の副読本「佐川の暮らし」を義務教育9年間使用できる内容
改訂に向けてこれから協議検討を行っていく。

状況を示す写真や資料等

評価軸④-2
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財の保存及び活用の普及・啓発について

文化財の価値を町民がより理解し、保存や活用の意識を高めるため、学校教育では町独自の文化財教育・文化財見学会を実施し、社
会教育等では文化財や町の歴史に関する教室の開催、分かりやすいパンフレットの作成による啓発活動などを行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　黒岩小学校で卒業生（高校生）も含めて、「太刀踊り子ども教室」を開催し、高知県の無形民俗文化財である「佐川の太刀踊り」の継承
に取り組んだ。他にも斗賀野小学校児童による花取踊り（町指定無形民俗文化財）や黒岩中学校で瑞応の盆踊り（県指定無形民俗文
化財）に児童・生徒が取り組み、地域の行事などを通じて成果を披露し、地域の伝統芸能としての位置づけを高めた。また、平成29年
度には佐川町内の文化財の見直しを行い、「佐川町の文化財」冊子を刊行し、町内小中学校や関係機関に配布し文化財の啓発活動に
取り組んだ。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

← 「四ッ白太刀踊り」 県指定無形
民俗文化財

黒岩地区の小中高生が積極的に
参加し継承に取り組んでいる。

１１月３日の仁井田神社の秋の大
祭で神事のあと太刀踊りを奉納し
ている。

小中学校の運動会や地域で開催
されている城山まつりや黒岩地区
で開催されている黒岩短縮マラソン
大会でも披露している。

← 「白倉神社花取踊り」 町指定
無形文化財

斗賀野地区の小中学生が積極
的に参加し 継承に取り組んでいる。

１１月１２日の白倉神社の秋の大
祭では保 育園児が神輿を担いで
おなばれを執り行い白倉神社で花
取りを奉納後、見物人に餅投げを
行うなど地域の祭りとして定着して
いる。

← 「瑞応の盆踊り」 県指定無
形文化財

黒岩瑞応地区が中心となり、
瑞応盆踊りを継承していくため、
中学生の指導にあたっている。

８月１６日は、夏休みで夜間の
ため、中学生は個人参加として
いる。

また、近隣の市町村との文化
交流も行っている。

佐川町－5



進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 ２９年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　南海地震の発生が予測されていることもあって、地域住民の防災について一定理解が高まって
いるが、今後も、引き続き、各地区を回り、防災意識の啓発及び文化財に対する理解を深めても
らう活動を続けていく必要があると思われる。

状況を示す写真や資料等

文化財の防災について

現在も実施している所有者、地域住民、消防署、地区消防団が一体となった防火訓練もさらに質量ともに充実したものとしていく。加え
て、「文化財防火デー」には、上記住民・団体及び文化財保護審議会委員等が各地区の文化財においての消火訓練を実施しており、今
後も継続していく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　重点区域内には自主防災組織が設立されており、地域の防災についての意識も高い。文化財防火デー（1月26日）には、
黒岩地区で文化財を対象に消防署、消防団とともに初期消火訓練を実施し防火意識の向上を図った。
　また、文化財巡視パトロールなど、あらゆる機会を通じて、引き続き文化財の保存や防災の大切さについて関係者などに
周知を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸④-3
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

▲1月26日 文化財防火デー 黒岩地区瑞応寺跡にお

いて火災発生を想定し、通報訓練等及び初期消火訓練

を実施した。

▲ １月２６日 文化財防火デーの防火訓練には地域住民、地
元消防団、消防署、文化財保護審議会委員が参加し、消防署
員の指導の元、消防署への模擬通報、地元消防団による放水
訓練、地域住民による消火器での初期消火訓練等を実施後、
消防署から講評を受けた。

また、実地訓練終了後には、文化財保護審議会会長より、
文化財保護の重要性について説明を行い、参加者は熱心に耳
を傾けた。

佐川町－6



進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 ２９年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

現在のところ埋蔵文化財について広く住民に周知するには至っていない。また、埋蔵文化財包蔵
地である佐川城跡などの調査について専門的な職員が不在であることなどにより未着手となって
いる。

状況を示す写真や資料等

文化財の保存又は活用に関する事項

項目

埋蔵文化財の取り扱いについて

機会あるごとに埋蔵文化財の持つ意義や重要性及び所在地を町広報やその他の方法により広く住民に周知す
る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　町内の主要な埋蔵文化財については、年1回、2日にわたり巡視パトロールを行い保存状態を確認している。また重点区
域内の佐川城跡については、平成28年10月12日に文化財保護審議会委員（巡視員）とともにパトロールを実施し、昨年度
の写真の比較や、目視により保存状態に変化はないことを確認している。

評価軸④-4

佐川城跡縄張図

（平成29年度、佐川町教
育委員会刊行「佐川町の
文化財」より転載）

佐川城跡

石積み部分には今のと
ころ異常はみられない
が、周辺の雑木による
悪影響が発生しないよ
う伐採を順次、予定して
いる。

▲
▲
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 ２９年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

評価軸④-5
文化財の保存又は活用に関する事項

　文化財の修理及び整備については、定期的な清掃及び点検確認を行い、文化財巡視員による定期的なパトロールを実施する。
　文化財の保存・活用を行うための施設は、財政状況との調整を図り、施設の改善計画を立て課題解消に向けて具体的に着手する。
　文化財の周辺環境の保全については、まちづくり行政と文化財行政がより連携を強化し、文化財の周辺環境の保全を図っていくことと
する。

項目

文化財の修理について
文化財の保存・活用を行うための施設について
文化財の周辺環境の保全について

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　現在のところ、町立施設は概ね良好な保存状態であるが、今後においては、重点区域
内に現存する歴史的建造物について大規模な修繕等が生じると予測される。引き続き
支援策等を検討していきたい。

　「旧浜口家住宅」、「名教館」、「佐川文庫庫舎（旧青山文庫」）は、さかわ観光協会を指定管理者とし良好な状態で管理されている。
　また、重点区域内の文化財の周辺環境は、地域住民やNPO法人くろがねの会、NPO法人さかわ観光協会により良好に保全されてい
る。なお、国重要文化財「竹村家住宅」は近い将来、抜本的な補修の必要がある。
　「旧竹村家呉服店」は、平成26年度～平成28年度で修復後、平成29年度、国登録有形文化財に登録され、１階部分は店舗として活用
されている。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

▲ さかわ観光協会が管理する「佐川文庫庫舎」 ▲ さかわ観光協会が管理する「名教館」

▲ さかわ観光協会の事務所がある「旧浜口家住 ▲ 重点区域の文化財周辺の環境は良好に保全されてい

▲国登録有形文化財（建造物）に登録された 「旧竹村呉服店」

佐川町－8



進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 ２９年度

評価軸⑤-1
効果・影響等に関する報道

報道等タイトル 掲載紙等

住民主役の地域活動表彰 平成29年4月12日 高知新聞

年月日

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　本年度は地元新聞に５回、佐川町の歴史まちづくり関連の記事が掲載された。特徴的なのは、例えば子供、住民団体、
個人などの様々な取り組みが取り上げられたことだ。このことは、歴町さかわの意識が住民の中に徐々に醸成されているこ
との表れではないだろうか。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

住民主導、住民発案の取り組みがもっともっと活発になるように、行政も支援していかな
ければならない。

状況を示す写真や資料等

平成２９年４月１２日 高知新聞
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進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 ２９年度

高知新聞

状況を示す写真や資料等

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

住民主導、住民発案の取り組みがもっともっと活発になるように、行政も支援していかな
ければならない。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　本年度は地元新聞に５回、佐川町の歴史まちづくり関連の記事が掲載された。特徴的なのは、例えば子供、住民団体、
個人などの様々な取り組みが取り上げられたことだ。このことは、歴町さかわの意識が住民の中に徐々に醸成されているこ
との表れではないだろうか。

評価軸⑤-2

平成29年4月27日

掲載紙等

佐川町出身「移民の父」水野龍創業カフェ帰郷 平成29年4月22日

高知新聞

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

効果・影響等に関する報道

報道等タイトル

牧野博士の交流史学ぶ

年月日

平成２９年４月２２日 高知新聞

平成２９年４月２７日 高知新聞
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進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 ２９年度

評価軸⑤-3
効果・影響等に関する報道

報道等タイトル 年月日 掲載紙等

佐川の町並み模型続々 平成29年6月8日 高知新聞

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　本年度は地元新聞に５回、佐川町の歴史まちづくり関連の記事が掲載された。特徴的なのは、例えば子供、住民団体、
個人などの様々な取り組みが取り上げられたことだ。このことは、歴町さかわの意識が住民の中に徐々に醸成されているこ
との表れではないだろうか。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

住民主導、住民発案の取り組みがもっともっと活発になるように、行政も支援していかな
ければならない。

平成２９年６月８日 高知新聞
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進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 ２９年度

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　本年度は地元新聞に５回、佐川町の歴史まちづくり関連の記事が掲載された。特徴的なのは、例えば子供、住民団体、
個人などの様々な取り組みが取り上げられたことだ。このことは、歴町さかわの意識が住民の中に徐々に醸成されているこ
との表れではないだろうか。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

住民主導、住民発案の取り組みがもっともっと活発になるように、行政も支援していかな
ければならない。

報道等タイトル 年月日

第125回高新写真コンテスト 平成29年6月28日 高知新聞

効果・影響等に関する報道

掲載紙等

評価軸⑤-4

平成２９年６月２８日 高知新聞
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29年度

・法定協議会等におけるコメント

会議等の開催日時：平成３０年３月３０日

（今後の対応方針）
　歴史的風致維持向上の現行計画は、平成３０年度に終了するので、平成３１年度から１０年間
の第２期計画を策定し、今後の諸課題に対応していく。

（コメントの概要）

委員A：観光客の若い女の子が「小野大輔さん（佐川町出身の声優）の音声ガイドが聞きたい」と
言っていた。やはり、小野さん人気はすごい。こうした取り組みが若い人を呼び込むきっかけとな
る。

委員B：牧野公園があるせいか観光客に植物好きの人が多い。牧野公園には皆満足して帰って
いただいているようだ。

委員C：ある町民の方が上町（重点区域内）を見て「佐川にこんなところがあったんやね。すごい
変わっていてびっくりした」と驚いていた。まだまだ町民の中には上町を歩いたことがない人がい
るのではないかと思った。

委員D：現行計画も１０年目を迎えるのだから、地元の人の熱が高まるような、もっと足元を固める
取り組みが必要だ。

委員E：地元の小中高生が上町に来て遊んでいる。ある高校生が、歴まち佐川の意味が分かっ
た、と言っていた。これも一つの前進だ。

委員F：ただ上町だけでとどまっている、完結している。他の商店街との流れ広がりをどうつくって
いくか、それが大事だ。そうすればお金も落ちるし、他の商店街の人たちも頑張るのではないか。

委員G：現行計画によってこの１０年間、幾つかの事業を完了させてきた。これは大きな成果だ。し
かし、肝心の司牡丹酒造（株）の白壁の酒蔵の修復・保存等が残っている。これらの建造物は老
朽化も進んでおり、待ったなしだと思う。是非とも歴史的風致維持向上の第２期計画を策定して、
こうした課題に取り組んでいくべきだと考える。

コメントが出された会議等の名称：佐川町歴史的風致維持向上計画協議会

法定協議会等におけるコメント　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　（様式２）

評価対象年度
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